家庭用PS2版GGXXACの

修正版の制作・配布交換・販売を嘆願する署名

家庭用PS2版GGXXACの修正版の制作・配布交換・販売を嘆願する署名のお願い

　ギルティギアシリーズの最新作である「ギルティギア イグゼクス アクセントコア」の家庭用PS2ソフト(以下同ソフト)が、去る2007年5月31日に発売されました。
　同ソフトはアーケード版からの完全移植をうたい、アーケードゲーマーが家庭でも違和感なく対戦できるように配慮されたソフトとして発売されました。
　しかし同ソフトは発売当日より、プレイ上において支障が出る不具合の報告、またソフトパッケージに記載されているような「アーケード版を完全移植したソフト」ではないという問題点を抱えた、「欠陥品」であることが、日を追うにつれて購入者による検証で証明されてきました。

具体的には以下のような点が上げられます。

・イノの 限界フォルテッシモのフリーズバグ
イノの覚醒必殺技である限界フォルテッシモと特定のフォースブレイク技が同時に発生するとフリーズします。特にA.B.Aとの対戦においては、通常に限界フォルテッシモを当てただけでもフリーズする恐れがあります。VS2P MODEのみならずARCADE MODEにおいても、正常な対戦を楽しむことができません。
・ブリジットのヨーヨー設置に関するバグ

ブリジットはヨーヨーを設置できますが、空中の十字キーニュートラル設置と十字キー前設置が同じ配置になってしまうバグ。使用頻度が高い設置のため、ブリジット使いには致命傷です。 

・ソルのクリーンヒットに関するバグ

ソルの生命線であるサイドワインダーのクリーンヒット。この表示が二個表示されるだけならまだしも、ダメージがクリーンヒット二個分の加算になっています。これでは公平なダメージの加算ができません。 

・メモリーカードデータ破損バグ

　イノのバグによるフリーズ等の原因により、セーブデータが破壊される現象です。
　その他にも不具合は存在しますが、これら一連の不具合についてのアークシステムワークス公式ホームページ内において、「PlayStation2用ゲームソフトウエア『GUILTY GEAR XX ΛCORE』につきまして、アーケード版との違いがありました。アーケード版の完全移植をご期待頂きましたお客様におかれましては、何卒ご理解頂けますようお願い申し上げます」という見解が示されました。
　見解について考えてみたいと思います。

1. 「アーケード版との違い」とした点

正常にプレイできない商品は、違い程度で済まされるものでしょうか。また完全移植をうたいながら、これら大きな不具合を含めたまま、多少の仕様変更として販売しています。
2. ゲーム内に発生する不具合を認めていない点
ゲーム内に不具合があることは実証済みであるのにそれを認めず、あまつさえユーザーに正常なプレイを提供する開発元としての責任を放棄しています。
以上の点から見ても、同ソフトに対してのアークシステムワークスの対応は不十分であると考えます。そこで署名活動をもって、アークシステムワークスに対して修正版の制作・配布交換・販売を求めたいと考えています。我々がいかにギルティを楽しくプレイしたいかという思いを分かってもらい、修正版を制作してもらうために、どうか運動への参加をご協力ください。
署名文

1. 差し支えない程度にあなたの個人情報を記してください。

所在(都道府県名まででも結構です)

名前(必ず本名の記名を願います。またプレイヤーネーム、HN等があれば併せて記名してもかまいません。)
職業・所属

年齢

性別

　　　　　　　　　尚いかなる場合であれ、記入していただいた個人情報は嘆願目的でのみ使用します。
2.自由欄　あなたが思ったことや考えたことを書いてください。
